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KAWAUCHI

◆お知らせ

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験

　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
申
込
書
は
、
川
内
出
張
所
に
お

い
て
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

試

験

職

種
「
消
防
」

採
用
予
定
人
員
「
６
名
程
度
」

申
込
受
付
期
間

　

平
成
25
年
４
月
11
日
（
木
）
か
ら
同
５
月

31
日
（
金
）
ま
で
。

第
一
次
試
験　

平
成
25
年
６
月
９
日（
日
）

受
験
資
格
、
受
験
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

　


０
２
４
０-

２
７-

４
６
６
５

郡
山
信
用
金
庫
川
内
支
店
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
３
月
29
日
を
も
ち
ま
し
て
、
川

内
村
役
場
わ
き
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
郡
山
信
用
金
庫

川
内
支
店
内
に
移
設
致
し
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
今
後
と
も
引
き
続
き
郡
山
信
用
金

庫
川
内
支
店
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
問
合
せ　

郡
山
信
用
金
庫
川
内
支
店

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
０
１

避
難
者
の
た
め
の

復
興
懇
談
会
の
開
催

　

行
政
機
能
が
村
に
戻
っ
て
再
開
し
、
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
除
染
の
実
施

と
雇
用
の
場
の
確
保
を
基
本
と
し
て
、
復
興

の
た
め
の
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
地
域
の
賑
わ

い
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
復
興
状
況
や
今
後
の
方
向

性
、
さ
ら
に
避
難
の
た
め
の
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、意
見
要
望
を
拝
聴
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
復
興
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

世
帯
１
名
は
ご
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

①
い
わ
き
市
四
倉
町
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

５
月
15
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
か
ら

②
郡
山
市
若
宮
前
20
仮
設
住
宅
集
会
所

　

５
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
か
ら

③
郡
山
市
南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

　

５
月
17
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
か
ら

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
復
興
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
２

赤
十
字
復
興
支
援
事
業

「
元
気
あ
っ
ぷ
ラ
イ
ブ
」
の
お
知
ら
せ

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
で
は
、
復
興

支
援
事
業
と
し
て
「
元
気
あ
っ
ぷ
ラ
イ
ブ
」

を
開
催
し
、
４
５
０
名
を
無
料
ご
招
待
い
た

し
ま
す
。


日　

時　

６
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
～


会　

場　

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

　
　
　
　

（
本
宮
市
本
宮
字
矢
来
39-

４
）


出　

演　

「
１
９
６
６
カ
ル
テ
ッ
ト
」


応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
必
要
事
項
記

載
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ラ
イ
ブ
希
望　

②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④
年
齢

⑤
電
話
番
号 

⑥
希
望
人
数
（
２
名
様
ま
で
）


応
募
締
切

　

６
月
５
日
（
水
）
※
消
印
有
効

　

抽
選
に
よ
り
当
選
ハ
ガ
キ（
入
場
券
兼
用
）

を
発
送
し
ま
す
。
落
選
通
知
は
致
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部


０
２
４-

５
４
５-

７
９
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４-

５
４
５-

７
９
２
３

〒
９
６
０-

１
１
９
７　

　

福
島
市
永
井
川
字
北
原
田
17

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

皮
膚
科
非
常
勤
医
師
、
岡
部　

秀
子
（
お

か
べ　

ひ
で
こ
）
医
師
か
ら
水
虫
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
春
、
水
虫
の
季
節
で
す
。
寒
い

冬
の
間
に
ひ
っ
そ
り
と
冬
眠
し
て
い
た
水
虫

が
活
動
開
始
の
と
き
で
す
。
い
わ
ゆ
る
水
虫

を
引
き
起
こ
す
白
癬
菌
は
、
抗
白
癬
外
用
剤

を
塗
る
こ
と
で
活
動
を
停
止
し
ま
す
。
症
状

が
落
ち
着
く
と
治
っ
た
と
思
い
塗
る
の
を
止

め
て
し
ま
う
人
が
大
半
で
す
。
し
か
し
白
癬

菌
は
死
滅
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。活
動
を
止
め
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
春
に
な
り
活
動
に
好
適
な
条
件

が
揃
う
と
活
動
を
再
開
し
、
水
虫
の
症
状
が

再
燃
い
た
し
ま
す
。水
虫
の
治
療
の
コ
ツ
は
、

症
状
が
落
ち
着
い
て
も
薬
を
塗
り
続
け
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
と
白
癬
菌
が
活
動
し
や
す
い

状
況
を
作
ら
な
い
こ
と
で
す
。
足
は
良
く
洗

い
き
ち
ん
と
拭
き
取
る
こ
と
。
靴
は
最
低
２

足
準
備
し
て
お
き
交
代
で
履
く
こ
と
。
家
族

内
感
染
を
防
ぐ
た
め
足
ふ
き
マ
ッ
ト
は
共
用

し
な
い
こ
と
な
ど
。
一
般
に
足
が
か
ゆ
く
な

る
と
す
べ
て
水
虫
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ

う
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
の
薬
を

外
用
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
時
、
ま
た
は
水

虫
で
あ
っ
て
も
外
用
剤
が
合
わ
な
く
返
っ
て

悪
化
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
治
り
が
悪
い
時
は
皮
膚
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

皮
膚
科
の
診
療
日
及
び
受
付
時
間

診

療

日　

毎
週　

水
曜
日

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
合
せ　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

　


０
２
４
７-

７
２-

３
１
８
１
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KAWAUCHI

◆お知らせ

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
試
合
観
戦
招
待

　

株
式
会
社
楽
天
野
球
団
で
は
、
被
災
地
の

復
興
支
援
の
た
め
川
内
村
村
民
の
皆
様
に
野

球
を
通
じ
少
し
で
も
笑
い
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」
試
合
観
戦
に
次
の
と

お
り
招
待
し
ま
す
。

日
時　

６
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時

　
　
　

プ
レ
イ
ボ
ー
ル

場
所　

郡
山
市
総
合
運
動
場
開
成
山
野
球
場

対
戦
カ
ー
ド　

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
VS
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

招
待
予
定
人
数　

村
民
１
５
０
名
程
度

交
通
手
段　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
よ
り
送
迎
バ
ス
を
準
備
し
ま
す
が
、
避

難
先
か
ら
直
接
会
場
へ
の
集
合
も
可
能
で

す
。（
申
込
の
際
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

川
内
村
公
民
館
へ
電
話
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

申
込
期
限　

平
成
25
年
５
月
15
日
（
水
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま

す
。

＊
お
弁
当
を
ご
用
意
し
、　

レ
プ
リ
カ
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
・
キ
ャ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
予
定
。

　

（
お
弁
当
の
内
容
は
ご
指

定
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

  　平成 25 年度標準労働賃金が決まりました。
　　今年から２年ぶりの水稲作付等がおこなわれます。農業を行うにあたって

　小作料の額は、その農地の貸し手と借り手が協議して額を決定することにな

ります。貸し手と借り手の協議の上に決定された個々の小作料の額が標準小作料の額に比べて著しく高い場合（おおむね

30％を超える場合）については、農業委員会が小作料の減額を勧告することがあります。

　なお、平成 25 年度標準農作業労働賃金、標準となる小作料の額等が次のとおり制定されましたのでお互いにこの基準を

守りましょう。

農業委員会だより

３.農地の賃借料情報(1oa当たり)*1

【水田】

地区名 平均 最高 最低 ﾃﾞｰﾀ数

上川内 9,000円 9,000円 9,000円 8

下川内 11,000円 11,000円 11,000円 10

【普通畑】

地区名 平均 最高 最低 ﾃﾞｰﾀ数

村全域 5,000円 5,000円 5,000円 １

* １　これは過去の賃貸借の設定におけるデータを基に表示し

ております

●貸す人・借りる人が協議のうえ決定してください。

平成25年度標準農業労働賃金表

１.日雇作業

作業名 単位 料金 摘要

一般農作業 １日 6,000円
昼食持参(実働８時間)
特殊な農作業については相互の協議による。

２.請負作業(1oa当り)

作業名等 料金 摘要

ロータリー耕起 5,500円
水田･普通畑たばこ畑２回目以降
(未整理田及びたばこ畑１回目残幹すき込みは２割増)

プラウ耕起 6,500円 田・畑共 (未整理田は２割増)

代かき 6,300円 (未整理田は２割増)

田　植 6,300円 (未整理田は２割増)

育　苗
緑化苗 550円 １箱当り

硬化苗 700円 １箱当り

稲　刈(バインダー ) 7,300円 結束糸含む (未整理田は２割増)

脱　穀(ハーベスター ) 6,300円 カッター付 1,100円増し (未整理田は２割増)

コンバイン
刈取まで

13,000円
籾運搬含む･結束(結束ヒモを含む)の場合は２割増
（未整理田は２割増）

乾燥･籾摺 1,500円 乾燥１俵生800円･半乾300円、籾摺１俵700円

草　地

簡易更新機 5,700円

モアー 2,000円

反転・収草 1,000円

ベーラー 150円 ヒモ付き梱包20kg当り

ロールベーラー 4,000円 ラップ付き１個当り

畦塗機 35円 １m 当り

※ほ場条件の差異及び特殊作業については相互に協議してください。

農地法関係の申請について

①各申請書は、農業委員会に毎月10日までに提出してください。

　◎農地法第３条の申請（農業委員許可)

　　農地の売買、贈与、交換等をするとき（農業の所有権移転）

②農地転用をするときは、必ず事前に許可を受けるようにしてく

　ださい。

　◎農地法第４条の申請（県知事許可）

　　自己所有の農地を農地以外にするとき（宅地、山林等への転用）

　◎農地法第５条の申請(県知事許可)

　　第三者の農地を農地以外にするとき(宅地、工場用地等へ　　

　　の転用)

③その他詳しいことは、農業委員会事務局にご相談ください。

　■問合せ　川内村農業委員会事務局　☎0240-38-2115
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KAWAUCHI

★TOP I CS

かわうち保育園入園式・川内小中学校入学式

かわうち保育園卒園式・川内小学校卒業式

　４月４日に行われたかわうち保育園の入園式を皮切りに、８日には川内小学校・川内

中学校の入学式が行われました。

　かわうち保育園では９名の園児が入園しました。小学校では７名の１年生が入学し、

全校生24名。川内中学校でも７名の新入生を迎え全校生で16名となりました。

　新一年生は名前を呼ばれると元気

いっぱい返事していました。

かわうち保育園
園児９名

川内中学校　新入生７名
新入生代表あいさつ
（三瓶海斗君）

川内小学校　新入生７名

卒
園
式
の
様
子

小
学
校
卒
業
式
の
様
子
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KAWAUCHI

保健コーナー

KAWAUCHI

TOP I CS★

　

大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
サ
イ
レ

ン
ト
・
イ
ブ
」
で
有
名
な
歌

手
の
辛
島
美
登
里
さ
ん
の
復

興
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
去
る
３

月
31
日
に
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

辛
島
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
「
川
内
村

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
を
見
て
何

か
復
興
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
と
決
意
さ
れ
、
本
村
で
の

復
興
コ
ン
サ
ー
ト
を
決
意
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
お
昼
に

は
、
朝
か
ら
婦
人
会

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
調
理

し
た
減
塩
鍋
や
お
に

ぎ
り
を
辛
島
さ
ん
と

参
加
者
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
食
事
を
と
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
ピ
ア
ノ
の

弾
き
語
り
を
し
な

が
ら
帰
村
し
た
約

１
５
０
名
の
村
民
の

前
で
持
ち
前
の
美
声
を
披
露

し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
ン

グ
「
手
を
つ
な
ご
う
～
一
人

じ
ゃ
な
い
～
」
を
会
場
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
大
合
唱
し
、

ま
た
辛
島
さ
ん
か
ら
は
高
額

な
義
援
金
も
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

　

辛
島
さ
ん
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
感
動
と
勇
気
と
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

みやざきから東日本へ感謝を届ける市町村支援事業

辛島美登里さんの復興コンサート盛大に行われる！
村民と復興の思い一つに！

　

東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
被

災
地
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

団
員
で
結
成
し
た
「
福
島
絆
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
は

宮
崎
県
門
川
町
か
ら
招
待
さ
れ
、

地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
試
合

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宮
崎
県
門
川
町

が
口
蹄
疫
や
新
燃
岳
噴
火
の
時
に

各
地
か
ら
支
援
を
受
け
た
恩
返
し

の
た
め
宮
崎
県
が
創
設
し
た
「
み

や
ざ
き
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基

金
」
を
活
用
し
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

同
ス
ポ
少
は
富
岡
町
、
田
村

市
、
い
わ
き
市
、
川
内
村
の
ス

ポ
少
団
員
19
人
と
保
護
者
で
23

日
に
宮
崎
県
に
入
り
、
24
日
午

前
中
に
は
門
川
海
浜
総
合
公
園

で
行
わ
れ
た
講
習
会
に
参
加
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表

選
手
と
旭
化
成
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
指
導
で
投
手
・
捕
手
、
走

塁
と
打
撃
に
分
か
れ
練
習
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
地
元
ス
ポ
少
と

対
戦
。
団
員
た
ち
は
最
初
硬
さ

が
あ
っ
た
が
徐
々
に
自
分
た
ち
の

プ
レ
ー
を
取
り
戻
し
た
。
試
合
後

に
は
同
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か

ら
バ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
の
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
内
村
か
ら
２
人
が
参
加
し
ま

し
た

町
田　

麗
太
④
（
郡
山
市
富
田
ス

ポ
少
）　

上
川
内
清
水
洞

久
保
田　

旭
④
（
郡
山
市
富
田
ス

ポ
少
）　

下
川
内
平
沢

写真中央左が麗太くん、右が旭くん
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大和田基安さんに自衛官募集相談員を委嘱！

家庭用線量計を村民全員へ配布

除染講演会

　

第
６
区
の
大
和
田
基
安
さ
ん
に

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
委
嘱
状
交
付
式
は
、
去
る

４
月
10
日
に
村
役
場
で
実
施
さ

れ
、
遠
藤
雄
幸
村
長
と
自
衛
隊
福

島
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
で
直

接
、
本
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自

衛
官
志
願
者
に
対
し
、
自
衛
官
に

関
す
る
情
報
提
供
や
地
域
で
の
広

報
な
ど
の
募
集
事
務
に
つ
い
て
援

助
・
活
動
を
行
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
目
的
に
委
嘱
し
て
い
る
も
の

で
、
任
期
は
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
で
す
。

　

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
ご
相
談

は
、（
自
宅
電
話
38-

３
３
５
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
３
月
21
日
、
福
島

市
の
自
治
会
館
に
お
い
て
、
エ

ス
テ
ー
㈱
（
東
京
都
）
の
鹿
毛

執
行
役
か
ら
、
川
内
村
に
、
家

庭
用
線
量
計
３
千
個
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

エ
ス
テ
ー
㈱
で
は
、
多
く
の

方
々
の
放
射
線
へ
の
不
安
解
消

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

片
手
で
簡
単
に
ガ
ン
マ
線
を
測

れ
る
線
量
計
を
開
発
し
、
同
社

の
福
島
県
の
工
場
で
生
産
し
ま

し
た
。

　

村
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
家
庭

用
線
量
計
を
村
民
全
員
を
対
象

と
し
て
、
長
崎
大
学
の
健
康
指

導
の
下
、
５
月
か
ら
順
次
配
布

し
ま
す
。

　

去
る
３
月
30
日
、
村
内
３

つ
の
集
会
所
で
「
家
屋
の
除

染
を
終
え
て
ー
放
射
能
と
除

染
―
」
と
題
し
、
福
島
県
と

川
内
村
の
除
染
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
り
ま
す
井
上
正
先

生
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
、
事
故
直
後

か
ら
福
島
県
に
入
り
、
県
内

各
地
で
放
射
線
に
つ
い
て
の

講
演
会
や
川
内
村
の
除
染
方

法
に
つ
い
て
ご
指
導
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
線

量
低
減
に
は
除
染
が
効
果
的

な
こ
と
と
、
除
染
を
し
て
も

線
量
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
理

由
や
低
線
量
被
ば
く
に
よ
る

ガ
ン
の
発
生
率
、
ま
た
、
農

作
物
に
対
し
て
放
射
性
物
質

の
移
行
が
非
常
に
小
さ
い
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演

会
を
必
要
に
応
じ
て
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真中央が大和田基安さん

家庭用放射線測定機「エアカウンターＳ」
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社会福祉協議会◆

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し

合いの機会を持つ、ふれあい・いきいきサロン

の５月の予定についてご案内します。

　対象地区の高齢者であれば、どなたでも参加

できますので、お気軽にご参加ください。

期日・場所　５月23日（木）午前10時

　　　　　　　３区山村活性化支援センター

　　　　　　　（２区・３区・４区)高齢者対象

　　　　　　５月30日（木）午前10時

　　　　　　　１区集会所　１区高齢者対象

高齢者ふれあい・

いきいきサロンのご案内
次の方から、ご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

◆ご遺志金
　・草野　広行様（中　里）

　　故草野　幸作様ご遺志

　・遠藤　定一様（前谷地）

　　故遠藤　五男様ご遺志

　・秋元　光伸様（町　分）

　　故秋元　卓二様ご遺志

　・鈴木　孝幸様（前谷地）

　　故鈴木　トメ様ご遺志

◆一般ご寄付
　・望月威男様（田村市）㈱フタバ会長

　・望月隆司様（田村市）㈱フタバ代表取締役

＜基本方針＞
　平成25年度は、避難地域での支援活動も継続して実施しながら、本村が少子高齢化に加

え、原発事故による避難によって、地域のコミュニティが崩れている状況にある中で、この

住み慣れた地域で、安心して暮らせるよう村民一人ひとりが手をとりあい、支えあい、そし

て心のこもった人間関係や隣近所とのつながりを再構築できる福祉の村づくりを進めて行き

ます。その実現のため、住民の生活課題や福祉ニーズに合う事業を村民の皆さんと一緒に考

え、より地域に根ざした地域福祉活動の拠点として活動に取り組んでいきます。

＜重点事業＞

 地域福祉活動の推進 　　　　　	 	 	在宅福祉サービス事業の推進	

・心配ごと相談所開設事業　　　	 	 ・福祉車輌貸出サービス事業（受託事業）

・生活援助資金貸付事業　　　　	 	 ・福祉用具貸与事業（緊急時の貸与）

・生活福祉資金貸付事業　　　　	 	 ・外出支援サービス事業（受託事業）新規

・日常生活自立支援事業　　　　	 	 	高齢者・児童福祉事業の推進	

 ボランティア活動の推進 　	　　	 	 ・高齢者ふれあい・いきいきサロンの充実

・ボランティアセンター機能の充実　		 ・自主的サロン活動の支援

 介護保険サービス事業	　　	 	 	 ・子育てサロンの開催

・居宅介護支援事業（ケアプラン）	 	 	福祉団体活動の援助協力（事務局）	

・訪問介護事業（ホームヘルプ）　	 	 ・民生委員協議会　・老人クラブ連合会

・通所介護事業（デイサービス）　	 	 ・遺族会　　　　　・母子寡婦福祉会

	生活支援相談員活動	　　　　　		　		 ・心身障害児者親の会

・避難者（仮設・借り上げ）支援　	 	 ・身体障害者福祉会・赤十字奉仕団

　訪問活動（郡山・いわき・川内）

　サロン活動等交流会の開催　　　　　　　　　

　イベントの開催

平成25年度　川内村社会福祉協議会事業計画
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◆社会福祉協議会

　村内にお住まいの75歳以上の一人暮らし高齢者と高齢者世帯の希望者50名程を対象に、３月25

日は３区山村活性化支援センターにおいて上川内地区の方を対象に、３月29日は複合施設「ゆふ

ね」において下川内地区の方を対象に開きました。福島県レクリエーション協会の佐藤喜也先生

の指導により、頭を働かせたり、歌をうたったりのレクリエーション体操で楽しんだ後、地域包

括支援センターの説明や保健師による健康講話がありました。その後、会食会とビンゴゲームが

あり、参加者は「元気にまた会いましょう」と声をかけあい楽しいひとときを過ごしました。

ふれあい交流会開催 
歳末たすけあい運動募金配分事業

平成25年度 川内村社会福祉協議会 一般会計予算(当初)

会費収入 1%

助成金収入
30%

共同募金
配分収入
0%

補助金収入
12%

介護保険収入
21%

受託金収入 1%

介護職員
処遇改善
加算金収入
0%

雑収入
（東電賠償金）他

23%

経理区分間
繰入金収入
0%

前期末支払
資金残高
12%

法人運営
44%

ボランティア
センター事業 0%

共同募金配分事業 1%生活援助資金貸付事業 1%

居宅介護
支援事業
11%

訪問介護
事業
9%

通所介護事業
34%

受託事業 1% 通所型介護
予防委託事業 0%

財源別収入内訳

項　　　　　　目 金     額 構成比

会費収入 1,000,000 0.6

助成金収入 46,699,000 29.5

共同募金配分収入 101,000 0.1

補助金収入 18,988,000 12

介護保険収入 32,731,000 20.7

受託金収入 1,278,000 0.8

介護職員処遇改善加算金収入 499,000 0.3

雑収入（東電賠償金）他 37,063,000 23.4

経理区分間繰入金収入　 531,000 0.3

前期末支払資金残高 19,248,000 12.2 

合　　　　　計 158,138,000 100 

事業別支出内訳

項　　　　　　目 金     額 構成比

法人運営 69,196,000 43.8 

ボランティアセンター事業 476,000 0.3

共同募金配分事業 1,254,000 0.8

生活援助資金貸付事業 890,000 0.6

居宅介護支援事業 17,408,000 11

訪問介護事業 13,732,000 8.7

通所介護事業 53,909,000 34.1

受託事業 750,000 0.5

通所型介護予防委託事業 523,000 0.3

合　　　　　計 158,138,000 100

単位：円、％



22
広報かわうち 平成 25 年５月

KAWAUCHI

社会福祉協議会◆ / 保健コーナー

さりげない手助け・見守りが高齢者と家族を支えます

　地域のみなさまの理解と支えがあれば、認知症など何らかの病気や障がいのある人も介

護する家族も、自分らしい暮らしを続けることができます。必要なのはさりげない手助け

や見守り、声かけなど。ちょっとした勇気や優しさこそが安心で安全な地域に変えていく

原動力になります。

　あなたにも今日からできることがあります　

　「虐待や悪質商法の被害にあった」「認知症の人が行方不明になり見つからない」「一人

暮らしの高齢者が孤立死した」こうした悲しい事件が起こらないようにするためには、地

域のみなさまの見守りや気づきが鍵を握ります。最悪のケースになる前に周囲の人は異変

に気づいていたということも少なくありません。「ちょっと変だな」と感じたら、地域包

括支援センターなどへ連絡してください。　

　※守秘義務により、連絡者が特定され、連絡したことで不利益を被ることはありません。

▼こんなことに気づいたら地域包括支援センターへ連絡を

　◆昼間でも雨戸が閉まっている、夜になっても明かりがつかない

　◆怒鳴り声や泣き声、大きな物音がする

　◆しばらく姿をみかけない　　　　　◆家や庭の様子が荒れている

　◆新聞や郵便物がたまっている　　　◆天候が悪いのに長時間外にいる

　◆目的なく歩き回っているようだ

　◆不審な業者などが出入りしている

■問合せ　複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　0240-３８-２９４１

こんにちは　地域包括支援センター　です。

（地域のみなさまへ）

 

＊職員内訳　
　正規職員　　　　　 ９名

  通所介護事業所　　 ５名

川 内 村 社 会 福 祉 協 議 会 組 織 図（平成25年４月1日現在）

　嘱託職員　　 　　　２名
　生活支援相談員　　 ４名
　管理員　　　　　　 ２名
　訪問介護事業所　 　２名

会 長 遠藤 雄幸

◎事務局

［統括福祉活動専門員］ 佐 藤 秀 子

［副主任兼福祉活動専門員] 遠 藤 精 一

生活支援相談員
［郡山地区担当] 坪 井 こずえ

高 野 ひろみ
［いわき地区担当] 渡 部 百合子
［川内地区担当] 猪 狩 裕見子
管理員
［あさかの杜ゆふね］ 青 木 久 子
［五社の杜サポートセンター］ 畑 山 安 彦

◎居宅介護支援事業所
［管理者兼介護支援専門員］

秋 元 一 美
［介護支援専門員］

渡 邉 恵 美

［管理者兼統括生活相談員兼介護員］

◎通所介護事業所

古 内 伸 一

［生活相談員兼介護職員］ 齋 藤 倫 代
［生活相談員兼介護職員] 渡 辺 衣理子
(嘱 託)

［看護師兼介護職員］ 藤 田 松 美
［介護職員］ 若 松 央 恵

理事会(理事) 11名
監　事 ２名
評議員会(評議員）23名

三 瓶
鈴 木

［介護員］遠　藤　幸　子・坂　本　秀　美・大和田クリスティーナ
［調理員兼介護員］ ［登録看護師］

猪 狩 陽 子 猪 狩 菊 子

事務局長(訪問･通所･居宅）
所長 森 雄幸

［登録訪問介護員］
行 枝
千鶴子

久美子

◎訪問介護事業所
［統括訪問介護員］
佐久間
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保健コーナー

　川内村では、高齢者の方々が元気を維持するために、“そのままにしておくと介護が必要な状態

につながる機能の低下”を見つけ、介護予防教室（はつらつ教室等）につなげるための「基本チェッ

クリスト」を実施しています。「基本チェックリスト」で機能の低下が見受けられた方には、予防

方法の紹介を行ったり、介護予防教室にも参加することができます。お手元に下記のチェックリス

トが届いた方は、ご面倒でも保健福祉課へご返送ください。

生活機能検査ー基本チェックリスト

記入日　　　平成　　年　　　月　　　日

氏　名 　 生年月日 Ｔ・Ｓ　　年　月　　日（　歳）

住　所 川内村大字　　川内字 電話 ３８－

質　問　項　目 回答（いずれかに○）

1 バスや電車で 1人で外出していますか はい いいえ

2 日用品の買い物をしていますか はい いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか はい いいえ

4 友人の家を訪ねていますか はい いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか はい いいえ

（※このチェックリストは、65 歳以上の方で要介護・要支援認定を受けていない方に送付し

ております。）

「基本チェックリスト」の実施について

介護予防とは…

　介護が必要な状態にならないように、今もっている体や心の機能を維持・改善する取り組みです。

イキイキと自立して暮らすために！

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　　　　　０２４０－３８－２９４１

平成25年５月24日までに、

保健福祉課にご返送ください。
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平成24年度（帰村後）の川内村診療所（医科）活動状況について

　平成23年３月11日の大震災および関連して発生した原発事故にて川内村は全村が緊急避難

を余儀なくされました。その後、村を被う放射線量を検討した結果（空間線量モニタリング）、

平成24年４月に帰村が実現しました。今回は帰村後の川内村診療所（医科）の活動状況につ

いて報告します。

　まずは震災・原発事故前の診療所の受診状況（医科）ですが（表１）、平成20年度：①総患

者数9952人②１日平均患者数41.5人、平成21年度：①総患者数9188人②１日平均患者数

38.3人、平成22年度（震災・原発事故の年度）①総患者数6984人②１日平均患者数29.1人、

平成23年度（避難中のビッグパレットふくしま隣接の仮設診療所における平成23年10月か

ら平成24年３月）：①総患者数1256人②１日平均患者数10.5人でした。帰村が始まった平

成24年度は①総患者数4761人②１日平均患者数19.8人でした。月別の１日平均受診者数を

見ますと４月は7.8人でしたが徐々に増加し８月以降は概ね20人以上になっています（表２）。

これは帰村者数の増加を示唆するとともに診療所の重要性が高まったことを表すものと思われ

ます。さらに、帰村時の４月からは心療内科、５月からは整形外科、９月からは眼科、11月

からは胃カメラ検査が開始され、震災前と比較しても着実に村民の皆様に充実した医療を提供

できるようになったと考えております。

　また、今年の４月からはリハビリ機器（ウオーターベット）の運用を開始しました。スタッ

フの人員の関係で、まずは月に２日程度の運用ですが、肩こり・腰痛の緩和などに効果があり

ますので御利用ください。

　今後も独居の高齢者を含め帰村者

の増加が予想されます。保健福祉課・

保健師さんならびに社会福祉協議

会・ケアマネージャーさん方などと

連携を深め、村民の皆様の健康増進

に寄与すべくスタッフ一同安全・安

心な医療を提供できるよう日々邁進

していく所存です。

（文責　所長　佐藤正憲）

表２　平成 24 年度　月別・科別患者受診状況

一般内科

受診者数

一般内科 

1日平均患者数

心療内科受診者数 

（4週間隔）

整形外科受診者数 

（月2回）

眼科受診者数 

（月1回）

内視鏡検査 

（月1回）

4　月 140 人 7.8 人 18人

5　月 231 人 11人 13人 19人

6　月 264 人 13.9 人 14人 43人

7　月 276 人 15.3 人 10人 59人

8　月 351 人 20.6 人 8人 57人

9　月 325 人 25人 9人 74人 18人

10　月 349 人 19.4 人 9人 61人 24人

11　月 492 人 28.9 人 20人 53人 10人 2人

12　月 411 人 27.4 人 9人 50人 12人 3人

1　月 343 人 21.4 人 9人 59人 19人 2人

2　月 359 人 23.9 人 12人 55人 9人 2人

3　月 376 人 25.1 人 11人 58人 11人 2人

表１　年度別年間患者数・１日平均患者数

年間患者数
一日平均数 

　※月20日として

平成20年度 9952 人 41.5 人

平成21年度 9188 人 38.3 人

平成22年度 6984 人 29.1 人

平成23年度 

※郡山市の仮設診療所 

10月～ 3月まで

1256 人 10.5 人

平成24年度 4761 人 19.8 人
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今
年
の
京
都
の
桜
は
少
し
急
ぎ
足
で

花
吹
雪
の
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。
５

月
に
は
平
安
神
宮
の
花
菖
蒲
が
咲
き
そ

ろ
い
ま
す
。
川
内
村
で
は
、
新
緑
の
美

し
い
季
節
と
な
る
頃
で
し
ょ
う
。
昨
年

度
の
夏
の
食
事
調
査
で
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
夏
に
頂
き
ま

し
た
79
名
の
方
々
の
１
日
の
お
食
事
か

ら
の
御
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

① 

米
や
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
食
品
別
に

分
け
て
み
ま
し
た
。

・
米
や
野
菜
が
し
っ
か
り
と
れ
て
い
て

と
て
も
健
康
的
で
す
。

・
肉
や
魚
料
理
が
比
較
的
少
な
め
の
よ

う
で
す
。

② 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
み
ま
し

た
。

・
食
事
の
量
は
ち
ょ
う
ど
良
い
よ
う
で

す
。

・
肉
や
魚
か
ら
と
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
を

積
極
的
に
と
れ
る
と
さ
ら
に
元
気
に

な
り
ま
す
。

・
不
足
気
味
の
貧
血
予
防
に
よ
い
鉄
分

と
骨
を
丈
夫
に
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
も

肉
や
魚
料
理
で
補
え
ま
す
。

・
塩
分
は
８
ｇ
以
下
と
良
好
で
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
味
が
濃
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
血
圧
が
気

に
な
る
方
は
寒
い
時
期
の
塩
分
に
気

を
つ
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

③
食
生
活
に
つ
い
て
の
御
意
見
か
ら

・
運
動
不
足
と
体
重
が
気
に
な
る
よ
う

で
す
。
帰
村
前
よ
り
活
動
量
が
減
っ

た
と
答
え
た
方
が
48
％
、
体
重
が
増

え
た
方
が
40
％
で
し
た
。

・
ま
た
63
％
の
方
が
、
食
品
店
が
遠
く

て
買
い
物
が
不
便
で
あ
る
。
と
答
え

て
い
ま
す
。

　

野
外
活
動
や
畑
仕
事
を
す
る
機
会
が

減
っ
た
こ
と
で
の
運
動
不
足
や
、
食
品

店
が
遠
い
こ
と
は
、
生
活
だ
け
で
な
く

健
康
的
に
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

川
内
村
で
の
生
活
が
よ
り
良
く
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
京
都
大
学
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー　

管

理
栄
養
士　

今
中
美
栄
）

きょうだいきょうだい

通
信
通
信

　

ゆ
ふ
ね
待
合
室
わ
き
に
、
絵
本
、

紙
芝
居
、
ビ
デ
オ
を
お
い
て
い
ま

す
。
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

今月の

おすすめ絵本は 愛
育
文
庫
案
内
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休　日　当　番　医　〈５月〉

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●田村方面休日当番医
日 医療機関名 診療科目 所在地 電　話

3日 春山医院 内科、小児科、婦人科 三春町字荒町138 0247-62-3239

4日 中央通りクリニックやない 内科、皮膚科、泌尿器科 田村市船引町東部台3－108 0247-81-2662

5日 公立小野町地方綜合病院 内科、小児科、外科、他 小野町大字小野新町字宿ノ後4 0247-72-3181

6日 大方病院 内科、外科、他 田村市船引町船引字南町通111 0247-82-1117

12日 せんざき医院 外科、内科、整形外科、他 三春町字大町32 みはる壱番館1F 0247-61-2777

19日 青山医院 外科、内科、脳神経外科 田村市常葉町常葉字荒町48 0247-77-2015

26日 橋本医院 内科、胃腸科、小児科、他 小野町谷津作字馬場70-1 0247-72-3711

●郡山市休日当番医

日 医療機関名 診療科目 所在地 電　話

3日

ユア･クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5 ロイヤルライフ虎丸1階 024-990-0646

許田クリニック 内科・皮膚科 菜根三丁目13-10 024-927-8711

矢内耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 安積町荒井字西原山2-1 024-946-5055

4日

わんぱくさいとうこども医院 小児科・アレルギー科 御前南六丁目122 024-983-0189

やまさわ内科 内科・小児科 不動前一丁目39 024-938-4171

浅木整形外科医院 整形外科 富久山町久保田字金堀田40-2 024-923-6543

5日

さかい小児科クリニック 小児科 喜久田町字上田向2-2 024-921-2216

塚原産婦人科内科外科医院 内科・小児科 桑野二丁目34-12 024-922-5789

半田整形外科 整形外科・外科 富久山町福原字鳴伊賀62-1 024-921-6660

6日

いいもり子ども医院 小児科 富久山町久保田字伊賀河原3 024-990-1241

ひわだ太田診療所 内科・小児科・皮膚科 日和田町字原12-41 024-968-2311

さとう眼科クリニック 眼科 長者一丁目2-10 024-925-3820

12日

高松小児科医院 小児科 桑野三丁目18-21 024-923-1206

二瓶医院 内科・小児科 湖南町三代字御代1250 024-982-2556

金子耳鼻咽喉科安積クリニック 耳鼻咽喉科 安積三丁目312-3 024-945-2933

19日

チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1 024-952-3721

相﨑医院 内科・外科 笹川二丁目133 024-945-2050

佐藤眼科医院 眼科 安積町長久保三丁目15-12 024-947-0221

26日

すみこしこどもクリニック 小児科 本町二丁目11-7 024-935-5000

どうまえクリニック 内科・心療内科 堂前町31-6 024-922-3699

おおつき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 喜久田町字四十坦8-97 024-990-2033

　県内外への避難が現在も続いていることから、昨年度同様、平成25年度の検診について

意向調査を実施しております。

　４月中旬頃世帯主の方宛に「平成25年度検診申込書」を送付しました。対象となられて

いる方で、申込書をまだ返送していないという方は、ご面倒でも保健福祉課（ゆふね）へ

ご返送ください。

■問合せ　保健福祉課（ゆふね）０２４０－３８－２９４１

平成 25年度検診意向調査の実施について
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　今年の天気は、台風なみの暴

風が発生したり、４月になって

も雪が降ったり、おかしいよう

です。急な天候の変化時は、体

調を崩しやすくなりますがゴー

ルデンウィークは病気で寝て過

ごさないように気を付けたいと

思います。　　　財務係佐久間

 国保診療所より 

内科･歯科休診と

専門医診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診に

させていただきますのでご了承ください。また、専門

医による診察も予定しておりますので、希望の方はご

来所ください。

内　

科　

休　

診

５月７日　終日（内科医師不在のため）

　　13日　終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）

　　20日　終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）

　　27日　終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）

５月８日　午前（専門医診療のため)

５月16日　午後（専門医診療のため)

専
門
医
診
察
日

〇整形外科診察日　５月13日　午前のみ

　　　　　　　　　　　27日　午前のみ

〇眼科診療日　　　５月８日　午前のみ

〇内視鏡検査日　　５月16日　午前のみ

※要予約制

〇心療内科診察日　５月16日　午後のみ

歯
科
休
診

５月２日　午後（歯科医師不在のため）

５月７日　午前（歯科医師不在のため）

※	上記「	休診	」と「専門医診療日」は、予定ですの
で変更する場合もありますのであらかじめご了承願
います。

　	変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」
を掲示し、防災無線などでお知らせいたします。

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文字を

図案化したもので、 村民の融和

と団結を表し、 村勢の着実な前

進を象徴しています。 

（昭和53年４月制定）

☆
お
め
で
と
う
ご
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い
ま
す
。
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戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民

課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方

で
も
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
住
民
課

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

いきいき教室

　太田熱海病院の支援をいただき、転倒予防等の

介護予防教室を実施しています。

　いつまでも元気で過ごすために、みんなで楽し

くワイワイと体を動かしませんか？

　場所・日程

　　あさかの杜ゆふね　　５月13日(月)

　　若宮前20仮設集会所		５月31日(金)

　時　　　間　午後１時20分～３時

　対　　　象　65歳以上の方ならどなたでも

　持　ち　物　	タオル１枚・水分補給のための飲

み物

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　　　　　０２４０－３８－２９４１
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配
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し
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皐月（さつき）

MAY

今月の主な行事･休日今月の主な行事･休日
３日（祝）憲法記念日

４日（祝）みどりの日

５日（祝）こどもの日

６日（月）振替休日

25日（土）小学校保育園合同運動会

燃えるごみ
毎週火金曜日

資源ごみ
毎週水曜日

プラ･ペット･パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･不燃物

水耕栽培工場内の様子

　

 

 

　

 

 

東電窓口の時間・場所は11ページの「５月の賠償金請求に関する東京電力㈱相談窓口の開設」をご覧ください。

土金木水火月日

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

粗大ごみ粗大ごみ

東電窓口四倉

春季検閲式

東電窓口郡山南

東電窓口若宮前
いきいき教室
（若宮前）

東電窓口若宮前
いきいき教室
（若宮前）

復興懇談会復興懇談会

東電窓口稲川原
AM：内科休診
AM：眼科

東電窓口稲川原
復興懇談会
心配ごと相談
（あさかの杜）

東電窓口稲川原 

内科休診
AM：歯科休診

内科休診
AM：整形外科
いきいき教室
（あさかの杜）

内科休診
東電窓口郡山南

 

内科休診
AM：整形外科
東電窓口郡山南 
 
 

ピアノ教室
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小学校・保育園
合同運動会
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H25.3.31現在　世帯数／ 1,110世帯（前月比-4）人口／男1,417人（前月比-8）　女1,356人（前月比-6）計2,773人（前月比-14）


